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人口と世帯数│総人口 : 1,657 人│男 : 804 人│女 : 853 人│世帯数 : 775 世帯

○村県民税 ２期　及び　国民健康保険税 ２期

平成２８年８月３１日まで

○国民健康保険税　３期

平成２８年９月３０日まで

よろしくお願いします。

期限のおしらせ村 付税 納

（平成２８年８月３１日現在）（平成２８年８月３１日現在）（平成２８年８月３１日現在）

8月15日（月）
花火打上げ：20：40頃

場所：三原中学校グラウンド

17:30～
（雨天順延）
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村
長 

行
政
報
告

　

ユ
ズ
選
果
搾
汁
関
係
施
設
は

平
成
27
年
度
建
屋
と
選
果
ラ
イ

ン
部
内
の
完
成
に
続
き
今
年
度

は
ユ
ズ
の
搾
汁
を
目
差
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。６
月
13
日
に

搾
汁
用
冷
凍
庫
施
設
等
新
築
工

事
の
指
名
競
争
入
札
を
執
行

し
、
今
議
会
で
工
事
の
請
負
契

約
を
提
案
し
て
い
る
。
又
搾
汁

施
設
に
つ
い
て
は
公
募
を
行

な
っ
て
い
て
、
７
月
上
旬
の
入

札
予
定
で
す
。

　

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
「
や
ま

び
こ
」は
、新
た
な
憩
い
の
場
と

し
て
、食
事
の
提
供
、情
報
発
信

を
目
的
と
し
て
改
修
し
、
４
月

９
日
よ
り「
や
ま
び
こ
カ
フ
ェ
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

毎
週
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
村
内

５
つ
の
ブ
ル
ー
プ
で
モ
ー
ニ
ン

グ
や
食
事
の
提
供
を
し
て
い

る
。
村
内
外
の
多
数
の
お
客
に

来
て
頂
き
、
三
原
の
素
な
味
は

大
変
好
評
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。遍
路
さ
ん
の
利
用
も
多
く
、

今
後
も
新
し
い
グ
ル
ー
プ
の
参

加
の
掘
り
起
し
と
情
報
発
信
に

務
め
、
賑
わ
い
の
有
る
場
所
と

し
て
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
地
域
へ

の
波
及
効
果
に
期
待
出
来
る
事

業
と
し
て
取
り
組
み
、
手
厚
い

支
援
を
行
な
う
。

　

今
年
度
も
低
所
得
者
向
け
給

付
や
、
各
種
の
臨
時
給
付
金
が

支
給
予
定
で
、
現
在
年
金
生
活

者
支
援
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

対
象
者
の
方
に
は
通
知
を
行
な

い
支
給
し
て
い
る
。
約
７
割
の

人
が
受
給
を
完
了
し
て
い
る

が
、
受
付
期
限
が
８
月
ま
で
な

の
で
す
ま
せ
て
な
い
人
は
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
従
来
の
臨
時
給

付
金
と
、
低
所
得
者
の
障
害
遺

族
金
受
給
者
へ
の
支
給
も
予
定

し
て
い
る
。

　

広
報
や
バ
ス
の
時
刻
表
の
配

布
で
知
ら
せ
て
い
る
が
、
バ
ス

の
運
賃
を
４
月
か
ら
全
区
間
百

円
に
改
正
し
た
の
で
気
軽
に
利

用
し
て
下
さ
い
。

やまびこカフェの昼食風景
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一
般
質
問

　

熊
本
県
で
連
続
し
て
発
生
し

た
地
震
で
、宿
毛
市
、黒
潮
町
で

も
震
度
４
を
観
測
し
た
。
今
後

30
年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
起

こ
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
に
備
え
、
地
域
防
災
計
画
は

ど
ん
な
対
策
と
な
っ
て
い
る

か
。
村
民
に
周
知
で
き
て
い
る

か
。地
震
、風
水
害
の
自
主
避
難

は
公
的
機
関
が
現
地
に
着
く
ま

で
は
地
域
で
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
自
主
防
災
組
織
の
中

心
的
役
割
を
果
た
す
防
災
士
の

育
成
を
ど
う
啓
発
す
る
か
。

　

職
員
の
災
害
時
の
対
応
は
、

職
員
の
村
内
居
住
は
義
務
付
け

で
き
な
い
が
、
職
員
の
招
集
遅

れ
等
で
災
害
対
策
本
部
が
設
置

で
き
る
か
不
安
も
あ
る
。
対
応

策
を
伺
う
。

　

平
成
27
年
３
月
地
域
防
災
計

画
を
策
定
し
た
。
地
震
を
含
む

災
害
に
対
し
て
の
防
災
計
画
と

な
っ
て
い
る
。山
く
ず
れ
、ガ
ケ

く
ず
れ
、建
築
物
災
害
対
策
等
、

幅
広
く
防
災
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
住

民
に
身
近
な
住
宅
耐
震
診
断
、

改
修
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、ガ

ケ
く
ず
れ
危
険
個
所
、
避
難
場

所
の
地
図
を
各
集
会
所
に
掲
示

し
て
い
る
。
防
災
士
は
区
長
を

通
じ
資
格
取
得
の
啓
発
を
行
な

い
、現
在
９
名
で
、取
得
経
費
は

村
か
ら
支
援
す
る
。

　

職
員
対
応
は
災
害
の
規
模
に

も
よ
る
が
、
勤
務
時
間
内
は
配

備
体
制
を
敷
く
事
は
可
能
だ

が
、夜
間
等
は
、自
助
、共
助
、公

助
の
考
え
で
、
ま
ず
自
分
の
命

は
自
分
で
守
り
、
次
に
近
隣
住

民
の
安
否
確
認
等
お
願
い
し
た

い
。

　

昨
年
の
茨
城
県
の
大
水
害

や
、
今
年
４
月
か
ら
の
熊
本
地

震
な
ど
世
界
中
で
大
災
害
が
多

発
し
て
い
る
。
村
で
は
降
雨
に

対
し
対
策
は
充
分
な
の
か
。

　

村
で
は
そ
れ
以
上
の
震
度
６

強
の
揺
れ
が
１
百
秒
以
上
続
く

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
時

に
各
部
落
の
避
難
所
に
食
料
や

保
温
資
材
が
必
要
だ
が
対
策
は

出
来
て
い
る
か
。
熊
本
で
は
多

数
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
が
、
村

で
も
木
造
住
宅
が
多
く
心
配
さ

れ
る
。住
宅
に
は
、国
な
ど
の
補

助
金
で
耐
震
補
強
の
事
業
が
有

る
が
、
村
で
は
今
ま
で
に
何
棟

の
改
修
が
行
な
わ
れ
た
か
、
そ

し
て
村
の
上
乗
せ
の
助
成
金
は

有
る
の
か
。
熊
本
地
震
後
防
災

計
画
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
の

か
。災
害
時
避
難
の
方
法
な
ど
、

近
所
の
人
同
志
の
細
部
の
役
割

り
や
方
法
な
ど
行
政
の
指
導
が

必
要
だ
。
村
の
防
災
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　

村
の
防
災
計
画
は
平
成
13
年

９
月
の
集
中
豪
雨
で
、
月
千
ミ

リ
の
雨
を
記
録
し
て
お
り
、
大

き
な
河
川
は
県
が
、
小
さ
な
川

は
村
が
浚
渫
工
事
を
行
な
い
大

雨
の
対
策
は
行
な
っ
て
い
る
。

　

地
震
に
お
い
て
は
、
県
提
出

の
資
料
を
基
に
危
機
管
理
課
と

連
絡
を
取
り
指
導
を
受
け
て
い

る
。
熊
本
地
震
後
の
防
災
計
画

の
見
直
し
は
行
な
っ
て
な
い

が
、
村
民
に
対
し
て
は
防
災
の

指
導
は
進
め
て
い
る
。
５
ヶ
年

計
画
で
食
料
や
水
な
ど
緊
急
時

の
備
蓄
は
進
め
て
い
る
。

　

緊
急
時
、共
助
、公
助
の
件
に

つ
い
て
は
、
各
区
長
と
話
し
合

い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

住
宅
の
耐
震
補
強
に
つ
い
て

は
現
在
12
棟
の
診
断
を
行
な

い
、５
棟
は
改
修
工
事
済
。残
り

の
７
棟
は
工
事
の
実
施
に
向

か
っ
て
進
め
て
い
る
。

　

改
修
工
事
の
補
助
金
に
対
し

て
村
の
上
乗
せ
金
は
無
い
。

　

村
の
水
田
約
３
百
町
歩
の
う

ち
約
50
町
歩
は
ユ
ズ
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
残
り
２

百
50
町
歩
の
今
後
の
利
用
方
法

は
。水
稲
中
心
の
経
営
の
場
合
、

近
年
の
米
価
の
低
迷
に
よ
り
、

農
家
は
農
機
の
購
入
に
一
番
苦

労
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
難
し
い
な
ら
、
米
の
高
額
で

の
販
売
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る

が
、今
ま
で
の
三
原
米
以
上
の
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
負
け
な
い
ニ
ュ
ー

ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
こ
そ
今
必
要

と
考
え
る
。
今
後
の
村
の
水
田

中
心
の
農
業
の
方
向
を
伺
う
。

　

村
で
は
集
落
営
農
の
発
展
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
思
う
よ

う
に
進
ん
で
な
い
、
集
落
活
動

事
業
で
シ
シ
ト
ウ
の
ハ
ウ
ス
事

業
や
水
稲
栽
培
も
取
り
入
れ
た

　

地
域
防
災
対
策
と
防
災

　

士
育
成
及
び
職
員
の
災

　

害
時
の
体
制

質
問　

嶋
田
一
二
三

　

防
災
対
策
を
問
う

質
問　

新
谷
和
幸

　

水
田
の
有
効
利
用
は

質
問　

新
谷
和
幸

　

雨
対
策
は
随
時
対
応

答
弁　

田
野
村
長

　
　

田
辺
産
業
建
設
課
長

答
弁

　

複
合
経
営
に
よ
る
所
得

　

の
向
上

答
弁　

田
野
村
長

　

住
宅
耐
震
、改
修
を
進
め

　

る
答
弁　

田
野
村
長
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法
人
化
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

る
。村
と
し
て
も
、農
家
、集
落
、

農
業
公
社
な
ど
と
の
連
係
を
大

事
に
考
え
、基
幹
品
目
の
水
稲
、

ユ
ズ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、シ
シ
ト

ウ
な
ど
の
複
合
経
営
に
よ
る
所

得
向
上
を
進
め
て
行
き
た
い
。

ユ
ズ
の
作
付
は
、
ま
ず
今
植
え

て
い
る
樹
の
成
木
を
図
る
、
そ

し
て
移
住
者
に
も
定
住
し
て
も

ら
い
本
気
で
取
り
組
む
後
継
者

を
育
成
し
た
い
。
そ
の
人
達
の

動
行
を
み
な
が
ら
作
付
の
ア
ッ

プ
を
考
え
た
い
。

　

水
稲
に
つ
い
て
は
、
今
後
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
自
由
化
が
進
め
ば
数
量

で
の
勝
負
に
は
無
理
が
有
る
。

40
年
位
前
に
は
三
原
米
が
高
い

評
価
を
得
て
い
た
が
、
近
年
名

が
薄
れ
て
き
て
い
る
。
農
家
と

集
落
、
役
場
の
職
員
が
一
体
と

な
り
、今
後
勉
強
し
な
が
ら
、三

原
米
が
高
額
で
販
売
で
き
る
方

法
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

ま
た
、コ
ス
ト
削
減
問
題
で
、

農
機
具
の
件
に
つ
い
て
も
最
大

の
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
農
家
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
解
決
の
方
法
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　

現
在
、県
内
34
市
町
村
が

行
っ
て
い
る
備
蓄
が
、
食
糧
面

で
本
村
が
充
足
率
０
％
で
、
本

年
度
か
ら
５
ヶ
年
計
画
で
水
と

食
糧
の
備
蓄
を
し
て
い
く
と
い

う
事
だ
が
、
本
村
の
取
組
み
が

遅
い
の
で
は
と
感
じ
ら
れ
る
。

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。
４

月
１
日
付
で
行
政
組
織
が
編
成

さ
れ
、
適
材
適
所
の
人
事
が
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
各

課
、各
担
当
者
に
分
担
業
務
、事

務
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。地
域
防
災
計
画
、創
生

総
合
戦
略
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
な
ど
を
具
体
的
、
な
お

確
実
に
進
め
、
ま
た
村
住
民
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
為
に

も
、
防
災
に
関
し
て
は
危
機
管

理
課
、総
合
戦
略
、過
疎
計
画
な

ど
に
は
、
企
画
課
と
か
も
っ
と

具
体
的
に
対
処
出
来
る
、
取
組

め
る
体
制
、
行
政
組
織
が
必
要

で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
考

え
を
伺
う
。

　

周
辺
の
市
や
町
の
よ
う
に
、

災
害
が
主
務
の
課
を
組
織
化
し

て
防
災
に
取
組
む
事
は
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
防
災
の
主
務
担

当
を
置
く
と
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
が
、
現
状
の
職
務
数
で

各
課
の
状
況
を
見
る
と
、
組
織

化
は
無
理
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
の
防
災
業
務
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
防
災
の
主
務
担
当
を

置
い
て
協
議
検
討
し
た
い
。

　

昨
年
、
地
域
防
災
計
画
を
作

成
し
て
以
降
の
取
組
み
、
村
民

の
周
知
が
出
来
て
な
い
と
思
わ

れ
る
。防
災
会
議
は
、毎
年
検
討

を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
時
は
こ
れ
を
修
正
す
る
と
あ

る
が
、昨
年
３
月
31
日
に
、平
成

26
年
度
防
災
会
議
が
開
催
さ
れ

て
以
降
は
会
議
が
開
か
れ
て
い

る
の
か
。

　

そ
の
後
、
会
は
行
な
っ
て
い

な
い
。深
く
反
省
し
進
め
る
。

　

第
３
期
高
知
県
産
業
振
興
計

画
と
共
に
、
村
も
農
業
公
社
の

ユ
ズ
事
業
、
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
の
シ
シ
ト
ウ
事
業
、
三
原

米
、
三
原
ヒ
ノ
キ
な
ど
１
次
産

業
を
重
点
に
進
め
て
い
く
産
業

振
興
、地
産
地
消
課
と
か
、現
在

の
産
業
建
設
課
を
産
業
と
建
設

と
分
け
て
取
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
何
事
で
も

本
気
で
取
組
む
、
取
組
ん
で
行

く
な
ら
そ
れ
を
出
来
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、
職
員
が

ど
ん
ど
ん
仕
事
が
出
来
る
環
境

を
整
備
し
、
職
員
は
自
分
が
今

何
を
す
べ
き
か
を
理
解
す
る
事

が
出
来
る
行
政
組
織
改
革
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
伺
う
。

　

こ
れ
か
ら
と
い
う
の
は
、
１

次
産
業
の
地
産
地
消
等
で
、

色
々
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
所
で
は
あ
る
が
、
産
業

建
設
課
を
分
け
る
と
い
う
の

は
、私
も
頭
の
中
で
は
分
け
て
、

力
を
入
れ
る
所
を
と
い
う
事
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

尾
﨑
知
事
の
趣
旨
に
沿
っ
て

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

な
り
、
や
ま
び
こ
カ
フ
ェ
が
村

内
外
や
お
遍
路
さ
ん
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
意
義
あ
る

と
の
行
政
報
告
が
あ
っ
た
。
今

後
も「
地
産
外
商
」を
目
的
と
し

た
地
域
の
食
材（
ユ
ズ
等
）を
生

か
し
た
村
の
一
層
の
活
性
化
に

期
待
す
る
。
ま
た
「
官
民
共
働
」

の
趣
旨
か
ら
、
食
事
の
準
備
が

厳
し
い
お
年
寄
り
へ
の
弁
当
の

配
達
や
、
地
域
で
の
高
齢
者
支

援
に
も
配
慮
す
べ
き
。
例
え
ば

　

行
政
組
織
改
革
が
必
要

質
問　

浅
井
大
徳

答
弁　

田
野
村
長

答
弁　

田
野
村
長

答
弁　

田
野
村
長

　

産
業
建
設
課
を
産
業
と

　

建
設
に

質
問　

浅
井
大
徳

　

官
民
一
体
の
地
域
の
絆

　

づ
く
り

質
問　

増
井
三
郎

　

防
災
会
議

質
問　

浅
井
大
徳
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外
出
で
き
な
い
高
齢
者
を
地
域

で
支
援
す
る
こ
と
で
行
政
の
公

平
性
が
保
た
れ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　

や
ま
び
こ
カ
フ
ェ
は
５
グ

ル
ー
プ
で
月
曜
か
ら
土
曜
日
ま

で
や
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
１
、
２
年
続

け
る
の
は
厳
し
い
。
村
と
し
て

光
熱
費
負
担
も
な
く
独
立
採
算

制
に
も
っ
て
い
く
べ
き
。
皆
が

知
恵
を
出
し
官
民
総
意
で
進
め

る
べ
き
で
、
一
部
の
方
で
は
村

民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

地
区
高
齢
者
支
援
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
各
集
会
所
で
の

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
サ
ロ
ン
事
業
の
食
事
提

供
、
じ
ま
ん
や
の
電
気
自
動
車

に
よ
る
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
苦
情
が

あ
れ
ば
行
政
と
し
て
意
見
聴
取

し
な
が
ら
取
組
み
た
い
。

　

や
ま
び
こ
カ
フ
ェ
は
各
グ

ル
ー
プ
連
携
協
力
の
も
と
、
月

曜
か
ら
土
曜
ま
で
地
域
食
材
を

利
用
し
た
食
事
を
提
供
し
て
い

る
が
、今
ま
で
以
上
に
協
力
、連

携
し
、
経
営
充
実
を
計
る
こ
と

が
地
域
の
高
齢
者
支
援
が
で
き

る
次
の
大
切
な
ス
テ
ッ
プ
だ
と

考
え
る
。

　

立
ち
上
げ
に
村
民
初
め
集
活

職
員
が
頑
張
っ
て
き
た
。
決
し

て
一
部
の
村
民
で
や
っ
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。

　

森
林
整
備
で
発
生
す
る
間
伐

材
を
切
り
出
し
、製
材
、加
工
し

建
築
材
或
い
は
集
成
材
と
す
る

事
で
、森
林
資
源
の
有
効
活
用
、

事
業
の
一
体
化
で
地
域
の
雇
用

に
も
直
結
す
る
。
そ
う
し
た
単

な
る
森
林
整
備
で
な
く
、
最
終

製
品
ま
で
官
民
一
体
で
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
。
皆
伐
で
な

く
、
間
伐
で
美
林
を
残
し
な
が

ら
整
備
す
べ
き
。ユ
ズ
、ト
マ
ト

に
次
ぐ
第
三
の
産
業
と
し
て
森

林
事
業
を
考
え
な
い
か
。

　

木
材
の
製
品
加
工
は
考
え
て

い
な
い
。
作
業
道
開
設
に
よ
る

収
入
間
伐
、
保
水
力
あ
る
森
林

整
備
の
た
め
の
植
栽
を
す
る
事

で
作
業
員
の
雇
用
を
図
る
。

　

今
、
村
が
す
べ
き
は
森
林
組

合
の
健
全
化
で
あ
っ
て
、
民
有

林
の
保
育
、保
全
だ
。
60
〜
70
年

前
、
多
く
の
人
口
林
植
栽
に
よ

り
、
今
保
水
力
が
失
わ
れ
て
い

る
。
一
次
産
業
を
総
合
面
で
支

援
す
る
。
そ
の
中
に
森
林
整
備

が
あ
る
。

　

み
は
ら
祭
り
、
ど
ぶ
ろ
く
農

林
文
化
祭
や
は
た
博
覧
会
等
の

イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
交
流
人
口
は

多
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、各
地

区
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

　

三
原
村
の
弱
点
の
ひ
と
つ

は
、
宿
泊
施
設
が
少
な
い
こ
と

で
、
空
き
家
対
策
事
業
の
よ
う

に
、
民
家
を
改
修
し
宿
泊
施
設

と
し
て
運
営
し
て
は
ど
う
か
。

民
家
の
場
合
、
宿
泊
人
数
に
あ

る
程
度
幅
を
持
た
す
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
交

流
人
口
も
多
く
な
り
、
今
よ
り

経
済
効
果
や
雇
用
の
場
を
広
め

る
た
め
、
宿
泊
施
設
を
ど
う
す

　

高
齢
者
支
援
は
社
協
に

　

委
託
し
各
集
会
所
で
食

　

事
提
供

答
弁　

田
野
村
長

　

交
流
人
口
増
加
の
そ
の

　

先
は

質
問　

宮
地
臣
一

　

森
林
資
源
の
有
効
活
用

　

で
雇
用
の
創
出

質
問　

増
井
三
郎

答
弁　

田
野
村
長

答
弁　

田
野
村
長

議
案
審
議

る
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
提
案
さ
れ
た
民
家
改
修
事

業
は
す
ば
ら
し
い
発
想
だ
と
思

う
。
総
務
常
任
委
員
会
で
共
に

検
討
し
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

ユ
ズ
搾
汁
用
冷
凍
施
設
等
新

築
工
事

契
約
金
額

　

1
億
4
千
6
百
91
万

　
　
　
　
　
　
　

2
千
4
百
円

契
約
業
者

　
　
　
　

協
業
組
合　

テ
ス
ク

平
成
28
年
度
三
原
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
補
正
予
算

　

主
な
補
正
内
容

　

村
有
林
内
作
業
道
は
橘
山
の

植
栽
で
、
作
業
期
間
を
短
縮
す

る
た
め
開
設
す
る
。

　

河
川
改
修
工
事
は
、
河
川
が

増
水
し
た
際
、
農
地
が
被
災
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
土
砂
の

取
り
除
き
を
す
る
。

　

対
外
競
技
出
場
費
は
、
第
27

回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

やまびこカフェの昼食風景やまびこカフェの昼食風景やまびこカフェの昼食風景
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平成28年　第2回定例会（6月）の議案の賛否一覧平成28年　第2回定例会（6月）の議案の賛否一覧平成28年　第2回定例会（6月）の議案の賛否一覧
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　議長：－

可

可

可

可

可

可

可

可

可 

否

－

－

－

－

－

－

－

－

武 

内

○

○

○

○

○

○

○

○

田 

村

○

○

○

○

○

○

○

○

増 

井

○

○

○

○

○

○

○

○

大 

倉

○

○

○

○

○

○

○

○

宮 

地

○

○

○

○

○

○

○

○

浅 

井

○

○

○

○

○

○

○

○

嶋 

田

○

○

○

○

○

○

○

○

新 

谷

氏　名

議　案

専決処分の承認を求めることについて
（固定資産評価委員会条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて（税条例の一部改正）

工事請負契約を締結することについて

幡多西部介護認定審査会共同設置規約の一部を変更することに
ついて

平成２８年度三原村一般会計歳入歳出補正予算を定めることに
ついて　　　　　　　　　　　　  （３０，７９４千円の増額）

平成２８年度三原村国民健康保険特別会計歳入歳出補正予算を
定めることについて　　　　　　　  （４，１９９千円の増額）

平成２８年度三原村介護保険特別会計歳入歳出補正予算を定め
ることについて　　　　　　　　　　　　（９４千円の増額）

平成28年　第3回臨時会（7月）の議案の賛否一覧平成28年　第3回臨時会（7月）の議案の賛否一覧平成28年　第3回臨時会（7月）の議案の賛否一覧

可

可

可 

否

－

－

武 

内

○

○

田 

村

○

○

増 

井

○

○

大 

倉

○

○

宮 

地

○

○

浅 

井

○

○

嶋 

田

○

○

新 

谷

氏　名

議　案

工事請負契約を締結することについて

平成２８年度三原村一般会計歳入歳出補正予算を定めることに
ついて　　　　　　　　　　　　　  （６，９８９千円の増額）

橘山の皆伐後（現況）橘山の皆伐後（現況）橘山の皆伐後（現況）

ニ
ス
大
会
に
出
場
す
る
た
め
、

交
通
費
を
計
上
す
る
。

質
疑　

田
村
清
廣

　

村
有
林
内
作
業
道
は
、
皆
伐

前
に
予
算
計
上
す
べ
き
も
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　

田
辺
産
業
建
設
課
長

　

県
が
皆
伐
し
た
た
め
、
植
栽

後
に
も
維
持
・
管
理
に
使
用
で

き
る
た
め
今
回
計
上
し
た
。

質
疑　

宮
地
臣
一

　

河
川
補
修
工
事
の
完
成
予
定

日
は
い
つ
か
。

答
弁　

田
辺
産
業
建
設
課
長

　

８
月
初
め
に
は
終
ら
せ
る
予

定
。

質
疑　

増
井
三
郎

　

対
外
競
技
出
場
費
で
引
率
者

２
名
と
い
う
の
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　

中
西
教
育
次
長

　

規
則
と
学
校
長
の
判
断
か
ら

２
名
の
引
率
で
十
分
と
考
え
て

い
る
。
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常任委員会の動き（５月～７月）

　５月２４日　◎風力発電の勉強会。

　　　　　　　◎農業公社の理事に、議会議員も。

　３月定例議会で、農業公社の理事の中に議会側からも理事を入れてはとい

う提案あり。現状、農業公社の内容等が、途中経過や結果でしかわからない点

が多く不透明性がある。議会議員が理事会に入る事によって農業公社の具体

的な内容等も把握でき、提案なども出来るという意見、議会側が理事会に入

る事によって議決権行使が出来なくなる可能性があり、総務常任委員会で農

業公社の事業、内容等については十分審議出来るとの意見により、多数決の

結果、６対１で農業公社理事に議会議員は入らないと決定した。

　　　　　　　◎移住促進住宅の取り扱い。

　現在、移住促進住宅の利用等が非常に悪い。計画性も悪く、規定改正も含め

た抜本的な改革を検討中。

　６月１３日　◎６月議会対応について補正予算等説明。

　７月１５日　◎財産把握、今後の取り扱いの見通しの協議。

　　　　　　　◎県道の今後の計画、見通しの協議。

　６月１３日　◎６月議会対応で日程等協議。

　７月　８日　◎６月定例会等の広報編集。

　７月１９日　◎６月定例会等の広報編集。

総務常任委員会

議会運営委員会

広報委員会

土砂の堆積状況土砂の堆積状況土砂の堆積状況土砂の堆積状況土砂の堆積状況土砂の堆積状況

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

ユ
ズ
搾
汁
施
設
整
備
工
事

契
約
金
額

　

1
億
7
千
4
百
74
万
4
千
円

契
約
業
者

　
　

徳
島
市
河
内
町

　
　
　
　
　

港
産
業
株
式
会
社

平
成
28
年

　

第
3
回
臨
時
会

議
案
審
議
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GGGGクラブクラブGGクラブ

第4回 回 ほたるまつりほたるまつり第4回 ほたるまつり

小学校小学校4年生 年生 硯づくり体験硯づくり体験小学校4年生 硯づくり体験

三原小学校三原小学校2年生年生

鮎の放流鮎の放流
三原小学校2年生

鮎の放流

　平成28年5月12日に開催され

た『こうちシニアスポーツ交流

大会』グラウンドゴルフ団体の

部にて、三原村GGクラブが優勝

しました。この結果により、三

原村GGクラブの皆さんは、平成

28年10月15日から長崎県にて

開催される全国大会『ねんりん

ピック長崎2016』への出場権を

手にすることができました。

　平成28年6月7日に柚ノ木の硯工場にて、三原小

学校4年生の生徒たちが硯づくりを体験したり、硯

工場の方々をモデルに写生を行いました。

平成28年5月28日 平成平成2828年5月2626日平成28年5月26日

亀ノ亀ノ川亀ノ亀ノ川亀ノ川
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社会を明るくする運動社会を明るくする運動
街宣パレード街宣パレード
社会を明るくする運動
街宣パレード

　社会を明るくする運動強調月間により、総理大臣

のメッセージ伝達が行われました。

　村長や三原村保護司会の大塚さんによる挨拶の

後、広報車で村内全域に呼びかけを実施しました。

　平成28年7月12日、三原村は、高知県立大学と地

域活性化や福祉の充実、産業振興など地域の課題

に連携して取り組む包括連携協定を結び、高知県

立大学で締結式が行われました。県立大学と連携

協定を結ぶ自治体は7つ目で、今後、学生の活力や

大学の専門知識が本村の地域振興に活かされる事

が期待されます。（写真左、高知県立大学の南裕子学長）

第8回 回 あじさい祭りあじさい祭り第8回 あじさい祭り
平成平成2828年6月1919日平成28年6月19日

平成平成2828年7月7日平成28年7月7日

高知県立大学高知県立大学
包括協定包括協定
高知県立大学
包括協定 平成平成2828年7月7日平成28年7月7日

上長谷上長谷上長谷上長谷上長谷
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☆ありがとう　やさしいこころ　もらったよ  　岡本　みさ

☆ひとりじゃない　みんなといっしょに　がんばれる　田野　はやと

☆あいさつで　げんきになるね　うれしいな  　山中　たいが

 

☆しんせつに　友だちをみて　たいせつに  　山﨑　あきと

☆なかよしだ　みんなやさしい　ともだちだ  　池上　たいよう

☆ぼくたちの　やさしいとびら　開こうよ  　大倉　はるた

☆いじめない　学校キラキラ　気持ちいい  　森本　てっしん

  

☆友だちと　ずっとなかよく　助け合う  　大塚　るい

☆みんなでね　声をかけると　なかよしだ  　徳弘　りくと

☆友だちと　協力し合って　がんばろう  　乾　ゆうすけ

☆ありがとう　次はぼくが　その言葉   　森本　てる

☆だいじょうぶ　そのときこころ　ひかってる 　岡本　かなで

☆ありがとう　やってよかった　気持ちいい  　南　こなつ

☆あいさつは　人と人を　つなぐ言葉   　大塚　せら

☆ごめんなさい　その一言で　仲直り   　山中　はると

☆笑顔の輪　心を開く　キーワード   　乾　たいしろう

☆「ありがとう」　その一言で広がる輪  　森本　廉

☆「ありがとう」　笑顔に変える　魔法の言葉 　金子　文佳

☆「ありがとう」　その一言が　うれしいよ  　加用　実乃梨

☆あいさつは　待つより言おう　自分から  　高坂　航平

☆誰も皆　あなたの涙を見たくない   　森本　好誠

☆まわり見て　誰かに任せず　助け合い  　岡本　かりん

☆もっと知ろう　人権意識の大切さ   　栗原　朋哉

☆届けよう　君は一人じゃないことを   　細谷　広光

☆仲間との　絆を結ぶ　励まし合い   　土居　藍梨

●小学校１･２･３年生

三原小１年生

三原小２年生

三原小３年生

●小学校４･５･６年生

三原小４年生

三原小５年生

三原小６年生

●中学校

三原中１年生

三原中２年生

三原中３年生

2016年度　小･中学校人権標語 優秀 作品
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日　時　平成28年8月24日（水）12時から14時30分まで
場　所　三原村総合保健センター　駐車場

飼い主の皆さまへ飼い主の皆さまへ飼い主の皆さまへ

高知県赤十字血液センター　お問い合わせ先：088-833-6666

　9月20日から26日は動物愛護週間です。
　飼い主は、動物を飼養するうえで、その生態や習性をよく理解し、人の迷惑をかけず、
愛情をもってその動物の一生をみる責任があります。
　飼っている動物が増えすぎて管理できなくなることのないように不妊・去勢手術を
するとともに、愛情と責任をもって最期まで適正に飼いましょう。

　本年度、特定健診をまだ受診されていない方を対象に、ご自身の健康の維持管理にお役立ていただくた
め、先月下旬にアンケート調査を発送しています。
　まだ回答されていない方は早めに回答してくださいますようお願いします。
　アンケートに回答してくださった方には、村が委託した業者(ジェイエムシー株式会社)の保健師・管理栄
養士から電話勧奨を行う場合がありますので、よろしくお願いします。
　（※電話案内の中で、口座番号を聞いたり、還付金等の金銭の振込みを依頼することはありません。）

問合せ先　三原村役場　住民課国保係　電話０８８０－４６－２１１１

特定健診未受診の方へ特定健診未受診の方へのアンケのアンケート調査・電話勧奨の実施につト調査・電話勧奨の実施についていて特定健診未受診の方へのアンケート調査・電話勧奨の実施について
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納付猶予制度の納付猶予制度の5050歳未満への歳未満への
拡大について拡大について

納付猶予制度の納付猶予制度の5050歳未満への歳未満への
拡大について拡大について

納付猶予制度の50歳未満への
拡大について

　平成28年度7月1日から、30歳未満を対象とした若年者納付猶予制度の対象年齢が拡大され、50歳未

満を対象とした納付猶予制度となります。

　ただし、平成28年6月以前の期間は、引き続き30歳未満であった期間が納付猶予制度の対象となります。

　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、納付猶予制度の他にも、免除制度等もありますの

で、市区役所・町村役場の国民年金窓口へご相談ください。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、面

談により早期に納めていただくよう案内をおこなっております。

　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付が無い

場合は、延滞金が課されるだけではなく、※納付義務のある方の財産を差し押さえることがあります。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です

国民年金保険料の国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ免除期間・納付猶予期間がある方へ

国民年金保険料の国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ免除期間・納付猶予期間がある方へ

国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ

あなたの年金記録の確認はお済みですかあなたの年金記録の確認はお済みですか？

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた

期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の受け取り

額が少なくなります。

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これらの期間の保険料については、10年以内

であれば遡って納める（追納）ことができます。

　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して3年度目以降の追納の場合、当時の保

険料額に一定の加算額が上乗せされます。

　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

　・一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。

　・「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である場合は、ど

ちらを優先して納めるか本人が選択できます。

追納のお申込みを希望される方、またはご相談については、お近くの年金事務所へお願いします。

　ねんきん定期便などにより自身の年金記録を確認いただき、少しでも心配がございましたら、「ねん

きん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」へお電話いただくか、思い当たる状況をメモしていただき、

お近くの年金事務所にご相談ください。

お早めにご相談くださいお早めにご相談ください（四国厚生支局からのお願い。）（四国厚生支局からのお願い。）！

あなたの年金記録の確認はお済みですかあなたの年金記録の確認はお済みですか？

お早めにご相談くださいお早めにご相談ください（四国厚生支局からのお願い。）（四国厚生支局からのお願い。）！

あなたの年金記録の確認はお済みですか？

お早めにご相談ください（四国厚生支局からのお願い。）！
　年金記録が間違っていると思われる方は、厚生労働省四国厚生支局に年金記録の訂正を請求するこ

とができます。（提出窓口はお近くの年金事務所です）四国厚生支局では、様々な調査を行い、中国四国

地方年金記録訂正審議会（公平公正な判断を行うために設置された専門家による会議）の審議結果に基

づき訂正（不訂正）の決定を行っています。

　古い期間の記録の調査においては、会社が倒産している、会社に給与台帳が残っていない、所得証明

がとれないなど、証拠となる資料の収集が困難となり、記録訂正に結びつかない場合もあります。

　ご自身の年金記録に少しでも心配がございましたら、お早めに年金事務所にご相談ください。

お問合せ先
お近くの年金事務所または「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」
０５７０-０５８-５５５　※０３-６７００-１１４４（お客様の電話番号が０５０で始まる場合）
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出張年金相談開設のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●開 設 日：平成28年9月15日（木曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●開設時間：午前10：00～正午まで（※予約制）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●開設場所：三原村役場・第三会議室

　年金相談に来られる方は、予約していただくと、当日お待たせすることなくスムーズに相談が

受けられますので、前もって三原村住民課（46-2111）までご連絡ください。（※予約していない方

でも当日相談に来ていただくことは可能ですので、何か聞きたいことがあれば、ぜひ出張年金相

談をご利用ください）

相談時に必要なもの　●年金手帳　●写真付きの身分証明書等（運転免許証推奨）　●年金証書

　　　　　　　　　　●その他日本年金機構から交付された文書

※代理の方が相談に来られる場合は、併せて委任状と写真付きの身分証明書等（代理で来られる

　方のもの）が必要です。（委任状が必要な方は三原村住民課までご連絡ください）

▶ひとり親のご家庭は、子育てと生計を１人で担わなければならず、生活上のさまざまな困難を抱
えています。特に子どもが２人以上いるひとり親のご家庭は、より経済的に厳しい状況にあるた

め、第２子の加算額と第３子以降の加算額を増額することにしました。

▶また、今回は特に経済的に厳しい状況にあるひとり親のご家庭に重点を置いた改善を目的として
いるため、それぞれのご家庭の所得に応じて加算額が決定されます。

幡多年金事務所の職員が、
年金に関するご相談をお受けします。

ひとり親のご家庭へ、大切なお知らせ

加算額の増額の目的と内容（平成28年８月から）

▶物価スライド制とは、物の価格の上がり下がりを表した「全国消費者物価指数」に合わせて、支給
する額を変える仕組みです。子どもが１人の場合の手当額には、すでにこの物価スライド制を導

入していますが、子どもが２人以上の場合の加算額にも平成29年４月から導入します。

物価スライド制の導入（平成29年４月から）

「児童扶養手当」の加算額が変わります
平成28年８月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正され、

児童扶養手当の第２子の加算額および第３子以降の加算額が変更されます。

（問い合わせ先）　三原村役場　住民課　４６－２１１１

平成28年８月から
加算額が、増額されます。
【　第２子　】月額５千円 → 最大で月額１万円に
【第３子以降】月額３千円 → 最大で月額６千円に

子どもが１人の場合 全部支給：42,330円
   一部支給：42,320円～9,990円（所得に応じて決定されます）
子ども２人目の加算額
　　　 定額5,000円 → 全部支給：10,000円
   一部支給： 9,990円～5,000円（所得に応じて決定されます）
子ども３人目以降の加算額（１人につき）
　　　 定額3,000円 → 全部支給： 6,000円
   一部支給： 5,990円～3,000円（所得に応じて決定されます）

平成29年４月から
物価スライド制を導入します。
物価の上下に合わせて支給額が変わる「物価スライ
ド制」を、児童扶養手当の加算額にも導入します。

（平成28年8月から）

児童扶養
手当の月額

増額の支払月 平成28年８月分から加算額が増額されますが、平成28年8月から同年11月分は、
４か月分の児童扶養手当の支給月である平成28年12月に支払われます。

9 2015.122015.12月号月号 広報広報 みはらみはら13 2016.8月号 広報 みはら



　被災宅地危険度判定とは、大規模な地震や大雨などにより、宅地が大規模で広範囲に被災を受けた場

合に、宅地の被害状況を迅速かつ的確に把握したうえで危険度を判定し、住民の皆様に情報提供を行う

ことで、二次被害の軽減・防止を図ろうとするものです。

　被災宅地危険度判定の結果は、下記の3種類の判定ステッカーを見えやすい場所に表示し、当該宅地

の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近を通行する歩行者に対しても安全であるか否かを識別できる

ようにします。

　判定ステッカーには、判定結果に基づく対処方法についての簡単な説明や二次災害防止のための処

置についても明示します。また、判定結果についての問い合わせ先もステッカーに表示しています。

　なお、判定は造成された宅地について擁壁や斜面等の確認を行うもので、建築物について確認を行う

被災建築物応急危険度判定とは異なります。

　目的をご理解いただき、判定のための調査の際にはご協力くださいますようよろしくお願いします。

（問合せ先）　三原村役場　総務課　企画係　TEL：（0880）46－2111

　高知県の中でも、幡多郡は特に移住先として人気が高く「高知県西部へ移住したい！」というお問い合わ

せを沢山頂いておりますが、それに対して現在、空き家の数が足りていないという状況です。移住者に貸し

ても構わない、という家がありましたら情報をお寄せください。

　移住者の増加による効果は人口減少・少子高齢化対策、地域の活性化だけでなく、空き家自体の維持・管

理、防犯、地域の美観にも繫がります。ご協力お願い致します。

ご存じですか？被災宅地危険度判定ご存じですか？被災宅地危険度判定ご存じですか？被災宅地危険度判定

幡多郡内の空き家を探しています幡多郡内の空き家を探しています幡多郡内の空き家を探しています

このような条件でも構いません！このような条件でも構いません！このような条件でも構いません！このような条件でも構いません！このような条件でも構いません！

建物がある市町村の移住担当者までご連絡ください！

（熊本地震では、約19,000件の判定が行われました）

危険宅地
この宅地に入ることは

危険です。

要注意宅地
この宅地に入る場合は
十分に注意してください。

調査済宅地
この宅地の被災程度は
小さいと考えられます。

（赤） （黄） （青）

判定結果は３種類のステッカーを現地の見えやすい場所に貼り付けて表示します。
ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

●建物内に荷物が残っている  ●掃除をしなければ貸せる状態ではない　●山間地

●修繕が必要だが、そのままにしている ●貸せない部屋や倉庫がある  　●市街地から遠い

●「ペット不可」「集落活動への参加」「田畑の管理」など、条件を付けることもできます

【黒　潮　町】　黒潮町役場　　　総務課　企画振興係　　　電話０８８０－４３－２１７７

【大　月　町】　大月町役場　　　まちづくり推進課　　　　電話０８８０－７３－１１８１

【三　原　村】　三原村役場　　　総務課　企画係　　　　　電話０８８０－４６－２１１１

【土佐清水市】　土佐清水市役所　地域づくり支援係　　　　電話０８８０－８２－１１８１

【宿　毛　市】　宿毛市役所　　　企画課　移住定住推進室　電話０８８０－６３－１１６５

【四 万 十 市】　四万十市役所　　企画広報課　移住推進員　電話０８８０－３４－８８６６

＊上記の連絡先は平成２８年４月時点の情報です。
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「こうこうち出会いサポち出会いサポートートセンター四万十」四万十」がオがオープンしました！プンしました！「こうち出会いサポートセンター四万十」がオープンしました！

〔お問い合わせ先〕こうち出会いサポートセンター　℡088-821-8081、高知県地域福祉部少子対策課　℡088-823-9717
※来所の際は、事前に「高知で恋しよ!!マッチング」からの予約が必要です。高知で恋しよ!!マッチング

　県では、高知市に「こうち出会いサポートセンター」を開設し、20歳以上の結婚を希望する独身男女の方に
対して1対1の出会いをサポートする会員制の「マッチングシステム」を4月からスタートしています。6月末
時点で、会員数は495人で、102件のお引合せが成立しています。　
　7月13日には、四万十市にも同センターを開設しました。
皆様のご来所お待ちしております。

所 在 地：〒787-0029　四万十市中村小姓町46　中村商工会館2F（公社）幡多法人会内
電　　話：0880-34-8171　E-mail：shimanto-matching@aioros.ocn.ne.jp
開所時間：

【費用】
◆入会登録料：10,000円（2年間有効）
◆お引合せ時：1回につき1人2,000円
　　　　　　（お引合せ時の飲物代等）こうち出会いサポートセンター四万十

曜日

開所
時間

日曜日
10:00　
～12:00
13:00　
～17:00

月曜日
10:00　
～12:00
13:00　
～17:00

火曜日

休み

水曜日

15:00　
～20:00

木曜日

15:00　
～20:00

金曜日

休み

土曜日

休み

検索

7月13日
オープン!!

　独立行政法人自動車事故対策機構（NASVA）では、育成資金の貸付や介護料の支給を行っています。

○育成資金の貸付　自動車事故が原因で保護者が亡くなったり、重度の後遺障害を残すことになった家庭

　　　　　　　　　（生活貧困家庭）の児童を対象に、中学校卒業までの間、無利子で育成資金をお貸しします。

　　　　　　　　　●金額　一時金・・・１５万５千円　入学支度金・・・４万４千円　月額・・・１万円又は２万円

○介護料の支給　　自動車事故が原因で重度の後遺障害が残り、介護が必要となった方に障害の程度にあわせて　

　　　　　　　　　介護料を支給します。

　　　　　　　　　●金額　月額３万円～１３万円

○友の会への入会　育成資金の貸付、介護料の支給世帯を友の会の活動や交流会に招待します。

問い合わせ先　独立行政法人自動車事故対策機構　高知支所　℡088-831-1817

交通事故被害者の家庭をサポート

（１）日　　時　平成２８年１０月１日（土）及び同月２日（日）

　　　　　　　午前１０時から午後０時まで及び午後１時から午後４時まで

（２）開催場所　中村公証役場（事前予約制です。電話による相談はできません。）

　　　　　　　四万十市中村大橋通６丁目３番７号　第１とらやビル４階

電話（予約・問い合わせ先）０８８０－３４－１７２８・ＦＡＸ０８８０－３４－９７６６

中村公証役場の公証相談

無料相談会のご案内
～借金問題の解決のために一歩を踏み出しましょう～

高知県多重債務者対策協議会が、借金の返済等でお困りの方を対象とした無料の相談会を開催します。

「こころの健康相談会」も同時に行いますので、心身に不調を抱えておられる方も、ご相談ください。

会　　場

高知市消費生活センター　（高知市市民生活課　高知市本町4-1-24）

県立消費生活センター　　（高知市旭町3-115ソーレ２階）

幡多広域消費生活センター（四万十市立働く婦人の家　四万十市右山五月町8-32）

高知市消費生活センター　（高知市市民生活課　高知市本町4-1-24）

南国市役所　　　　　　　（南国市大埇甲2301）

日　時

９月１０日（土）

９月１１日（日）

９月１７日（土）

９月２４日（土）

９月２５日（日）
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夏季の省エネルギー対策について

ジカ熱・デング熱対策

～6月から9月は夏季の省エネキャンペーン～

～特に心がけていただきたい夏季の取り組み～

　６月から９月までの期間はエネルギー消費が増加する季節です。冷房中の室温を適切に調整する

等の省エネルギー対策を実践しましょう。

〈空　調〉

　●室温２８℃を心がける。

　●エアコン使用時に“すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげる。

　●無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。

　　※熱中症にご注意下さい。適切な室温管理や水分補給に注意し、無理のない範囲でご協力下さい。

〈冷蔵庫〉

　●設定温度を「強」から「中」に変え、扉を開ける

　　時間をできるだけ減らし、食品を詰め込み過

　　ぎないようにする。

〈照　明〉

　●日中は不要な照明を消す。

　●照明器具を購入するときは、省エネ型の電球

　　形蛍光ランプやＬＥＤ電球等を選択する。

〈電力消費機器〉

　●テレビの省エネモードに設定し、画面の輝度

　　を下げ、不要な時は消す。

　●リモコンの電源でなく、本体の主電源を切る。

　　長時間使わない機器はコンセントからプラグ

　　を抜く。 資源エネルギー庁推計

電気機器の使用例（在宅世帯）
［夏の昼間（14時頃）の電気機器の使用例］

エアコン
58％冷蔵庫

17％

テレビ
5%

照明
6%

待機
電力
3%

パソコン
0.4%

温水便座
0.6% その他

10%

エアコンの節電が
重要です

ジカウイルス感染症（ジカ熱）やデング熱の原因となるウイルスは、
それらに感染した人の血を吸った蚊（日本ではヒトスジシマカ）の体
内で増え、その蚊がまた他の人の血を吸うことで感染を広げていき
ます。感染してもすべての人に症状がでるわけではありませんが、発
熱や関節の痛み、発疹がでるといった症状が１週間ほど続きます。
ジカ熱は妊婦が感染すると小頭症などの先天性障害をもった子供が
生まれたり、デング熱では出血を伴うデング出血熱となり重症化す
る可能性があります。
やぶなどの蚊がいそうな場所に行くときは、肌を露出せず、虫除けス
プレーを使用するなど、いつでも蚊に刺されないように注意する、そ
んな習慣を身につけることが大切です。
また、流行地に渡航される場合は、現地で蚊に刺されないように注意
しましょう。

●ジカ熱・デング熱に関する詳しい情報は
　厚生労働省のHPをご覧ください。
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就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験のお知らせ

　就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定試験（以下「認定試験」という。）とは、病気などや

むを得ない事由により、保護者が義務教育諸学校に就学させる義務を猶予又は免除された子等に

ついて、中学校を卒業した者と同等以上の学力があるかどうかを認定するために国が行う試験で

す。この試験に合格した者には、髙等学校の入学資格が与えられます。

　なお、平成２８年度の認定試験は下記とおり実施されますので、受験を希望される場合は、三原

村教育委員会（0880-46-2559）までご連絡ください。

　　１　試 験 科 目　国語、社会、数学、理科、外国語（英語）

　　２　願書受付期間　平成２８年８月２２日（月）から同年９月９日（金）まで

　　　　　　　　　　　※平成２８年９月９日の消印があるものは有効

　　３　認定試験会場　高知県教育センター分館　南棟２Ｆ中講義室（高知市大原町１３２）

　　４　試 験 期 日　平成２８年１０月２７日（木）

平成
28年度

平成２８年度平成２８年度
地域災害支援ナース育成研修　受講者募集地域災害支援ナース育成研修　受講者募集

平成２８年度平成２８年度
地域災害支援ナース育成研修　受講者募集地域災害支援ナース育成研修　受講者募集

　放送大学では平成２８年度第２学期（１０月入学）の学生を募集中です。

　放送大学はテレビ、ラジオ、インターネットを通して学ぶ通信制の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。

　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅広い世代、

職業の方が学んでいます。

出願期間について第1回は8月31日まで、第2回は9月20日まで。
資料を無料で差し上げています。

お気軽に放送大学高知学習センター（☎088-843-4864）までご請求下さい。

放送大学ホームページでも受け付けております。

※高知県下で発生する広域自然災害の際に、住み慣れた地元の避難所や救護所、救

護病院等で活動する看護職を育成する研修です。２８年度からは介護、その他の

専門職の皆様にもご参加いただき、災害時の支援活動について共に学ぶことで、

発災時に協働してよりよい支援活動につなげていきたいと考えております。

≪申し込み方法≫

　〇研修申込書B(教育冊子・ＨＰからダウンロード)を用いて、開催7日前までに開催場所を明記の

　　上、下記迄お申し込み願います。

　〇お電話での申し込みも受付ます。電話：０８８（８４４）０６７８・ＦＡＸ：０８８（８４４）００５３

放送大学10月生募集のお知らせ放送大学10月生募集のお知らせ放送大学10月生募集のお知らせ

対象者：地域の看護職、介護職、その他保健医療福祉専門職
日　時：平成２８年８月２０日（土）9：00～16：00
場　所：宿毛市立宿毛文教センター
参加費：非会員　資料代　500円

【問合せ先】 公益社団法人高知県看護協会 災害看護担当　秦　infoj1@kochi-kangokyokai .or . jp

平成２８年度
地域災害支援ナース育成研修　受講者募集
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知っていますか？建退共制度

日曜大工教室のご案内日曜大工教室のご案内日曜大工教室のご案内

平成２８年４月１日から
建退共の制度が

一部変更となりました

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振

興を目的として設立された退職金制度です。

　この制度は、国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。

　事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その労働者が建設

業界で働くことをやめたときに、建退共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退職金制度です。

加入できる事業主　建設業を営む方　対象となる労働者　建設業の現場で働く人　掛金　日額３１０円

　県立中村高等技術学校では、学校ＰＲと地域貢献活動の一環として「日曜大工教室」を開催します。

皆さまからのご応募をお待ちしております。

内 容

定 員

開催場所

日 時

申込期間

対 象 者

受 講 料

道 具

木造コース　●木工作業　　　　　［千切り（ちぎり）技法によるメモボード作り］

左官コース　●セメント細工作業　［セメントと砂を使った小物入れ作り］

木造コース　　６名

左官コース　１０名

※どちらも先着順で受付。定員になり次第、募集を終了します。

四万十市具同５１７９　高知県立中村高等技術学校

８月２１日（日）１０時～１２時（受付９時３０分～）

７月２７日（水）～８月１２日（金）

申込期間内に、【木造コース】【左官コース】のどちらかを指定して、電話・はがき・ＦＡＸの

いずれかで、お申し込みください。

☎（０８８０）３７－２７２８　ＦＡＸ（０８８０）３７－２７２４

（お申し込みの際、【住所・氏名・性別・生年月日・電話番号】をお知らせください）

年齢制限はありませんが、小学生以下の場合は保護者が同伴してください。

受講料は無料

（ただし、傷害保険料として当日、１５０円をお支払いしていただきます。なお、金額は参加

人数により変更となる場合があります。）

当日、お貸しします。

★建退共から事業主の皆様へのお願い

●共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。

●「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求する

　よう指導して下さい。

建退共のホームページに、制度説明動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載せれています。

ぜひ、アクセスしてご覧下さい！　建退共　　　　　　　

Ⅰ 退職金の予定運用利回りが２．７％から３．０％に変更されました

Ⅱ 退職金の不支給期間が掛金納付月数１２月未満に緩和されました

　 （遺族請求は従前どおり１２月未満で変更ありません）

Ⅲ 被共済者による移動通算の申出期間が３年以内にまで延長されました

Ⅳ 移動通算できる退職金額の上限が撤廃されました

検索

この文書に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。

〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1

独立行政法人　勤労者退職金共済機構　建設業退職金共済事業本部　事業推進課　TEL：03-6731-2866

【問い合わせ先】　四万十市具同５１７９　高知県立中村高等技術学校

　　　　　　　　☎（０８８０）３７－２７２３　ＦＡＸ（０８８０）３７－２７２４
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の せせせせせせせせせせらせせせせせせ・ ・ 験験生 らせせ・ ・ 験生陸・海・空自衛官候補生採用試験のお知らせ

平成28年度 平成28年度 幡多広域市町村圏事務組合職員採用試験幡多広域市町村圏事務組合職員採用試験
（平成29年度採用）（平成29年度採用）

平成28年度 平成28年度 幡多広域市町村圏事務組合職員採用試験幡多広域市町村圏事務組合職員採用試験
（平成29年度採用）（平成29年度採用）

平成28年度 幡多広域市町村圏事務組合職員採用試験
（平成29年度採用）

防衛省　自衛隊高知地方協力本部四万十地域事務所
電話番号　０８８０－３５－３０９６          E-mail　kochi-pco40010@softbank.ne.jp

問い合わせ・申込先
幡多広域市町村圏事務組合 事務局　☎０８８０－３１－２６００（担当：川井、加用）

〒787-0776 四万十市上ノ土居1544番地　※Ｅメールでのお問い合わせについては、お答えできませんのでご注意ください。

【応募資格】　学歴不問　１８歳以上２７歳未満・男女　（平成２９年４月１日現在）
【試験種目】　筆記試験（国語、数学、社会及び作文）、口述試験、適性検査及び身体検査
【受付期間】　男子：平成28年７月１日（金）～平成２８年９月１６日（金）
　　　　　　女子：平成28年７月１日（金）～平成２８年９月　８日（木）
【試 験 日】　男子：○筆記試験・適性検査（四万十防災センター）
　　　　　　　　　  平成 28年９月１７日（土）
　　　　　　　　  ○口述試験・身体検査（陸上自衛隊高知駐屯地）
　　　　　　　　　  平成 28年９月２５日（日）２６日（月）２７日（火）のいずれか１日を指定されます。
　　　　　　女子：○筆記試験・口述試験・適性検査・身体検査（陸上自衛隊高知駐屯地）
　　　　　　　　　  平成 28年９月２４日（土）
【給 与 等】　126,900円　（平成27年４月１日現在）
　　　　　　自衛官任官（入隊日から約３ヶ月）後より、161,600円
【休日・休暇】　年次休暇のほか、年末年始等の特別休暇等があり、週休２日制が実施されています。
※自衛隊には、自衛官候補生の他に、一般的な自衛官・幹部自衛官・予備自衛官補及び、パイロット・
　医師・看護師になるための学生など、１８歳～５４歳までの各種募集種目があります。詳しくは下記
　までお問い合わせください。

【職　　　　種】　事務職
【採用予定人員】　２名程度
【受験資格等】　昭和62年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた人で、普通自動車運転　
　　　　　　　　免許を有する人、または取得見込みの人
【第一次試験】　日　時：１０月１６日（日）　午前８時４０分集合（時間厳守）
　　　　　　　　会　場：四万十市立中村中学校（中村東町２丁目１－３０）
【受 付 期 間】　９月１日（木）～９月21日（水）（土・日・祝日除く。郵送による場合は必着）
　　　　　　　　８時３０分～１７時１５分
■受験申込書は次のところに置いています。（９月１日から請求可能です。）
　幡多広域市町村圏事務組合・四万十市役所（本庁・西土佐総合支所）・宿毛市役所・土佐清水市役所・
黒潮町役場（本庁・佐賀支所）・大月町役場・三原村役場に置いています。なお、郵送による申込書請
求の場合は、封筒の表に「受験申込用紙請求」と朱書し、宛先を明記した返信用封筒（Ａ４サイズの角２
封筒に１２０円切手貼付のこと）を同封して幡多広域市町村圏事務組合事務局まで請求してください。

幡多広域市町村圏事務組合以外は、土・日・祝日でも受け取り可能です。
幡多広域市町村圏事務組合公式ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．hata-e．co．ｊｐ/～ hatamap/）から
ダウンロードすることもできます。
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斉藤 裕里斉藤 裕里ちゃんちゃん
平成28年4月25日生平成28年4月25日生

父：父：孝史孝史さん・母さん・母：綾さんさん

さいとうさいとう ゆうりゆうり

斉藤 裕里ちゃん
平成28年4月25日生

父：孝史さん・母：綾さん

さいとう ゆうり
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